
２  低コ ス ト 造林に向けたコ ンテナ苗等の造林技術の開発 

（ 県単： H26（ 2014） ～R2（ 2020））  

江島 淳 

概要 

近年、 育林コ ス ト の低減のため、 初期成長が早い品種を 採用し た短伐期・ 低 

コ ス ト 林業への期待が高ま り つつある 。そのなかで、近年登場し たマルチキャ ビ

ティ コ ンテナ苗やＭス タ ーコ ンテナ苗等（ 以下、 コ ンテナ苗） は、 植栽時期を

選ばないこ と など から 、一貫作業シス テム（ 主伐から 植栽ま でを一連の作業と し

て行う 方法） によ る 低コ ス ト 林業を実現する も のと し て期待が高ま っている 。

し かし ながら 、コ ンテナ苗については、苗木規格や育苗方法が確立し ていない

こ と から 、 県内では普及が遅れている 。  

こ の研究では、 山出し に最適な規格のコ ンテナ苗の育苗方法の検討及び現地

での初期成長量を把握する 。その際、初期成長が早い品種と し て、「 次世代ス ギ・

ヒ ノ キ精英樹の選抜に関する 研究」（ 県単： 2007～2015） 等において選抜し た、

次世代ス ギ精英樹（ ス ギ精英樹同士を交配し 作出し たＦ １ 世代） を用いて、コ ン

テナ苗生育試験及び造林試験を行う 。

Ⅰ 次世代ス ギ精英樹コ ンテナ苗育苗試験 

１  目的 

次世代ス ギ精英樹のコ ンテナ苗での年間成長特性（ 苗高・ 根元径） について、

採穂サイ ズ、 床替え時期の点に着目し 明ら かにする 。  

２  材料と 方法 

2-1 採穂サイ ズ別の年間成長過程

採穂サイ ズ別の年間の成長を調査する ため、表-1-2 のと おり 、B-16、B-61、

B-74、 脊振 F1 01-15、 大町 F1 20-04 の 5 ク ロ ーンについて、 採穂サイ ズが

それぞれ 25cm、35cmの発根し た苗を 2019 年 4 月 9 日に床替えし 、約 2 か月に

1 度（ 4 月( 4 月 15 日) 、6 月( 6 月 4 日)  、8 月( 8 月 8 日)  、10 月( 10 月 8 日)  、

12 月( 1 月 6 日) ）、苗高と 根元径を計測し た。育苗条件は、表-1 のと おり と し 、

床替時の培土への挿入深さ は 7cmと し た。

2-2 採穂サイ ズ別及び床替え時期別の得苗サイ ズ

床 替 え 時 期 別 の 得 苗 サ イ ズ を 調 査 す る た め 、 採 穂 サ イ ズ 別

( 25cm, 30cm, 35cm)  の発根し た苗について、 床替日別( ①5 月 13 日、 ②6 月 26

日、 ③7 月 18 日) に B-16、 B-61、 B-74、 脊振 F1 01-15 の 4 ク ロ ーンを表-2-1
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のと おり 準備し た。 成長が止ま っ た冬季に( 1 月 6 日)  苗高と 根元径を 計測 

し た。 育苗条件は、 2-1 の年間成長過程の調査と 同様に表-1 のと おり と し 、  

床替時の培土への挿入深さ は 7cmと し た。  

３  結果 

3-1 採穂サイ ズ別の年間成長過程

表-1-2、 図-1-1 から 、 初期の採穂サイ ズは期末の苗高に大き く 影響し てお

り 、採穂サイ ズ 35cmの脊振 F1 01-15 は、年間で約 40cmの成長が確認でき た。

一方、 採穂サイ ズ 25cmについてみる と 、 B-74、 B-16 の順で成長が悪かった。 

次に、 表-1-3、 図-1-2 から 期末の根元径は、 年間で約 1～1. 5mmほど の成長

で、 苗高に比べ、 年間の成長量は全体的に小さ かった。  

最後に、 図-1-3 で形状比（ 苗高 m/根元径 cm） についてみる と 、 採穂サイ ズ

35cm の苗は、 4 月から 上昇し 、 8 月時点で、 形状比 0. 8 程度になり 、 その後 

変動し ない傾向があった。  

3-2 採穂サイ ズ別及び床替え時期別の得苗サイ ズ

表-2-1、 図-2-1（ 上段: 苗高） から 苗高は、 採穂サイ ズ 25cmでは、 5 月 13 日

に床替えし た場合、期末に 35cm以上に成長し たが、6 月以降の床替えでは 35cm

を満たさ ない個体が多かった（ 図-2-1 の上段左側図を参照）。採穂サイ ズ 30cm

では、 6 月 26 日に床替えし た場合、 期末に約 75%の個体が 35cm以上に達する

が、7 月 18 日の床替えでは約半数の個体が 35cmを満たさ なかった（ 図-2-1 の

上段中央図を参照）。 採穂サイ ズ 35cmは、 今回 B-16 のみである が、 7 月 18 日

に床替えし た場合、 期末に約 75%の個体が 35cm以上に達し た（ 図-2-1 の上段

右側図を参照）。  

次に、根元径は、床替え時期別の変動は苗高と 比べ小さ く 、根元径 4mmには、

床替え時期や採穂サイ ズに関わら ず達し ている が、 根元径 5mm と なる と 多く

の個体が下回る 個体が多かった（ 図 2-1 の下段を参照）。 さ ら に、 採穂サイ ズ

30cm（ 図-2-1 の下段中央を参照） の結果から 、 脊振 F1 01-15（ 青で表示） の

根元径が他ク ロ ーンに対し て明ら かに大き かった。  

４  考察 

4-1 採穂サイ ズ別の年間成長過程

期首（ 4 月） の採穂サイ ズは期末（ 12 月） の得苗サイ ズに大き く 影響し 、

期末の形状比（ 苗高/根元径） は 0. 8 前後で頭打ちになる 傾向があった。 年間

成長過程の調査結果から 、 次世代ス ギ精英樹の穂のサイ ズは、 25cm では小さ

く 、 30cm 以上の穂が、 コ ンテナでの育成に適し ている と 考えら れた。 ま た、  
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根元径の成長量は小さ く 、形状比 0. 8 に落ち着く と いう 結果から 、採穂時点の

穂の形状に、 期末の苗のサイ ズは大き く 影響を受ける と 考えら れた。  

4-2 採穂サイ ズ別及び床替え時期別の得苗サイ ズ

床替え時期は、 採穂サイ ズ 25cmの場合、 5 月中旬に床替えをすれば、 苗木

規格 35cmを上回る こ と ができ 、6 月下旬の床替えでは 35cmを満たすのが困難

であった。 一方、 採穂サイ ズ 30cmでは、 6 月 26 日の床替えでも 約 75%の苗が

35cm を超えた。 以上のこ と から 、 床替え時期について、 採穂サイ ズ 25cm の 

場合は 5 月中旬、 採穂サイ ズ 30cm の場合は 6 月中旬を 1 つの目安と し て、  

今後、 サンプル数を増やし て詳細な検証を進めたい。  

根元径については、特定のク ロ ーンの根元径が明ら かに大き かったこ と から 、

ク ロ ーン特性を 考慮し ながら コ ン テナ苗の育成プラ ンを 検討する 必要も でて

き た。

【 総合考察】  

コ ンテナ苗の育成において初期のサイ ズ、つま り 採穂サイ ズは、得苗サイ ズ

に大き く 影響し ており 、床替え時期も その後の成長に影響し ていたため、採穂

から 約 1 年後の出荷を前提に育苗ス ケジュ ールを立てる 際、 ①採穂サイ ズ、

②発根時期、 ③床替え時期について整理する こ と が重要である と 考えら れた。 

1. 年間成長過程の調査結果では、次世代ス ギ精英樹の穂のサイ ズは、25cmで

は小さ く 、30cm以上の穂が、コ ンテナでの育成に適し ている と 考えら れたが、

2. 床替時期別の調査結果では、 穂のサイ ズが 25cmの苗で 5 月 13 日に床替え

し た苗は、 ほと んど が 35cmの規格を満たし た。 こ の違いは、 1. 年間成長過程

の初期の苗の形状が小さ く 貧弱であったこ と に起因する と 考えら れる ( 表-1-2、

図-1-2) 。

ま た、発根特性や造林後の初期成長にク ロ ーン間差がある こ と がこ れま でよ

く 知ら れている が、今回、コ ンテナ苗の段階においても ク ロ ーン間で得苗サイ

ズに差がみら れた。 コ ンテナ苗の育成は、 露地栽培や造林地に比べ、 育苗密度

が高いなど 特殊な環境のため、こ のよ う な環境下で、各ク ロ ーンがど のよ う な

成長する かと いう 視点も 必要である こ と が、 今回の試験から 示唆さ れた。  
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Ⅱ 次世代ス ギ精英樹植栽試験 

１  目的 

次世代ス ギ精英樹の造林地での初期成長（ 苗高） を 、 ク ロ ーン別、 立地別に 

明ら かにする 。  

２  材料と 方法 

こ れま で造林試験地と し て設定し た 4 つの試験地( 表-1-1) 及び採穂園と し て

設定し た 2 つの採穂園( 表-1-2) において、 継続し て毎木調査を実施し てき た。

今回、 2018 年 3 月植栽の七山次世代ス ギ造林試験地 2018( 試験地 CD: 201、 標高

約 600m) 及び 2017 年 3 月植栽の大和採穂園( 標高約 10m) の 3 時期（ ①植栽時、

②1 成長期後、 ③2 成長期後） の毎木調査結果をも と に、 品種別、 立地別に初期

成長量を解析し た。

各調査地の立地条件は、 図-1 で示すと おり 、 七山次世代ス ギ造林試験地 2018

は凸型の尾根状の立地、大和採穂園は平野に造成さ れた採穂園である が、施肥や

下刈り 等の管理も 行き 届いている ため、 ス ギの生育適地であ る 凹型の谷状の 

立地と し て扱った。  

３  結果 

 凸型の尾根状の立地と し て扱った七山次世代ス ギ造林試験地 2018 の植栽時、

1 成長期後、 2 成長期後の樹高については表-2 に示し たと おり であり 、 2 成長期

後の樹高中央値は、 B-74 が 213. 0cm、 次に B-16 が 209. 5cmであり 、 最大樹高は

B-74 の 285. 0cmであっ た。次世代ス ギ精英樹 6 ク ロ ーンの 2 成長期後の樹高は、

従来の精英樹の藤津 14 号の樹高中央値、 120. 0cmと 比較し 、 非常に高いと いう

結果であった。

凹型の谷状の立地と し て扱った大和採穂園の植栽時、 1 成長期後、 2 成長期後

の樹高については、 表-3 に示し たと おり であり 、 2 成長期後の平均樹高は、  

B-61 が 274. 0cm、 次に B-74 が 265. 5cmであり 、 最大樹高は B-74 の 339. 0cmで

あった。

 次に、 1 成長期目の各立地別及び各ク ロ ーン別の樹高成長量を図-2 に示し た。

凸型の尾根状の立地では、 中央値で約 50cm、 凹型の谷状の立地では、 B-74 と  

B-61 で 100cm程度の成長を示し た。

最後に、 2 年間の各立地別及び各ク ロ ーン別の樹高成長量を図-3 に示し た。

凸型の尾根状の立地では、成長が比較的早い B-16、B-61、B-74は中央値で約150cm、

凹型の谷状の立地では、 B-61 と B-74 で 230cm程度の成長を示し た。 立地間の

成長量の差は大き く 、 同一立地内のク ロ ーン 間の成長速度の順位に大き な変動

はなかった。 ま た、 樹高成長量についても 、 次世代ス ギ精英樹 6 ク ロ ーンは、  

現在普及し ている 精英樹の藤津 14 号に対し て、 いずれも 大き な成長を示し た。 
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４  考察 

 2 つの試験地の 3 回の毎木調査結果から 、 立地条件によ る 差は大き かったが、

全体と し て次世代ス ギ精英樹の樹高成長の早さ を 確認でき た。 次世代ス ギ精英

樹 6 ク ロ ーンのなかでも 、 B-16、 B-61、 B-74 は、 他 3 ク ロ ーンに比べ、 安定し

て高い成長が確認でき た。  

B-16、 B-61、 B-74 の成長量についてみる と 、 凸型の尾根状の立地では 2 成長

期後の中央値で約 150cm、 凹型の谷状の立地では、 B-61 と B-74 で 230cm程度の

成長を示し た。 こ のこ と から 、 植栽時の樹高を 50cmと 仮定する と 、 植栽 2 年後

には凸型の立地では、 樹高 200cm、 凹型の立地は、 樹高 280cmの樹高を期待でき

る こ と になる 。 実際、 今回の凸型の調査地では、 60～80cm のやや大き な苗木を

植栽し たため、 最も 大き な成長を 示し た B-74 の 2 成長期後の樹高中央値は

213. 0cmであった（ 表-2）。  

 樹高 200cm 程度から 、 下刈り の要否について検討する 時期に入る ため、 次世

代ス ギ精英樹を 用いる こ と で下刈り 期間の短縮が可能と 考えら れた。 し かし な

がら 、 今回の調査地は、 凸型の尾根状の立地は競合する 下草が少なく 、 さ ら に 

中苗（ 約 70cm） 相当の苗木を使用し たこ と 、 凹型の立地は、 実際は採穂園であ

り 、頻繁な下刈り が実施さ れている こ と から 、競合雑草によ る マイ ナス 影響がな

い好立地と 考えら れる 。こ のため、今後も 調査地を増設し ながら 、競合雑草と の

関係を整理する こ と で、次世代ス ギ精英樹の造林初期の成長特性について、さ ら

に詳細に調査し ていく 予定である 。  
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